
（1）５月号（№168）平成17年5月15日発行（毎月１回15日発行） 平成２年１月18日第３種郵便物認可

京 都 の 智 恵 を 日 本 に 活 か す。
二ノ湯智ホームページ http://www.ninoyusatoshi.com

えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、
豊かな精神をはぐくみ、平和を希望する
言葉です。 題字：柏木寛照

発行人：二ノ湯 智
国会事務所 
〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 
参議院議員会館632号室 
TEL.03-3508-8632 FAX.03-5512-2632

〒615-0062 京都市右京区西院坤町2 
ケイハンシティビル601 
TEL.075-315-2228 FAX.075-315-2310

発行所：みんなで政治を考える会

年間購読料　1,200円（一部100円）
第３種郵便物認可　平成２年１月18日
口　座　01000-4-62360

5 月号
平成17年
No.168

公
団
民
営
化
前
に
具
体
化
を
、
伊
吹
会
長
表
明

全線開通に大きな弾み
「第二名神建設議連」現地視察

平
成
15
年
12
月
22
日
に
抜
本
的
見
直
し
区
間
と
さ
れ
た
「
大

津
〜
城
陽
間
」
と
「
八
幡
〜
吹
田
間
」
の
35
㎞
を
含
め
、
第
二

名
神
高
速
道
路
の
全
線
早
期
建
設
を
目
指
し
て
発
足
し
た
「
第

二
名
神
高
速
道
路
建
設
促
進
議
員
連
盟
」（
会
長
：
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
員
）で
は
、
早
急
な
開
通
を
と
い
う
地
元
の
声
を
受
け

て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
5
月
7
日
、
国
土
交
通
省
、
日
本

道
路
公
団
、
京
都
府
知
事
、
沿
線
市
長
、
町
長
及
び
地
元
議
員
、

更
に
は
地
元
経
済
界
も
参
加
し
て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
議
連

か
ら
は
、
会
長
の
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
、
副
会
長
の
山
名
靖

英
衆
議
院
議
員
、
小
泉
顕
雄
参
議
院
議
員
、
森
岡
正
宏
衆
議
院

議
員（
奈
良
県
）、
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
、
ま
た
自
民
党
の
衆

議
院
京
都
六
区
候
補
予
定
者
の
井
澤
京
子
氏
も
出
席
し
た
。
視

察
前
に
八
幡
消
防
署
で
行
わ
れ
た
要
望
を
聞
く
会
は
、
二
ノ
湯

議
員
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
ま
ず
冒
頭
に
山
田
啓
二
京
都

府
知
事
が
今
回
の
調
査
の
御
礼
を
述
べ
、
第
二
名
神
高
速
道
路

の
重
要
性
を
訴
え
、
一
日
も
早
い
工
事
着
工
を
要
望
し
た
。
そ

の
後
、
八
幡
、
京
田
辺
、
城
陽
の
各
市
長
そ
し
て
宇
治
田
原
町

長
ら
沿
線
各
首
長
の
要
望
を
聞
い
た
。
沿
線
各
首
長
か
ら
は
、

第
二
名
神
開
通
に
基
づ
い
た
、
ま
た
そ
れ
を
活
用
し
た
町
づ
く

り
を
そ
れ
ぞ
れ
が
計
画
し
て
お
り
、
建
設
が
突
然
中
止
さ
れ
た

こ
と
に
対
す
る
国
へ
の
強
い
不
信
感
が
表
明
さ
れ
、
国
と
し
て

開
通
の
約
束
を
果
た
し
て
欲
し
い
と
強
く
訴
え
た
。
そ
の
後
、

一
行
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
連
ね
て
、
八
幡
IC
、
城
陽
IC
の
予
定

地
、
宇
治
田
原
ト
ン
ネ
ル
付
近
を
視
察
し
た
。
伊
吹
文
明
会
長

と
二
ノ
湯
議
員
は
最

後
ま
で
全
予
定
地
を

視
察
し
た
。
国
会
議

員
に
よ
る
現
地
視
察

が
実
施
さ
れ
、
知
事

や
沿
線
各
首
長
、
地

元
議
員
か
ら
、
第
二

名
神
建
設
促
進
へ
向

け
て
心
強
い
限
り
だ

と
喜
び
の
声
が
上
が

っ
た
。

司会をするニノ湯議員

伊吹会長に要望書を渡す山田知事
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平沢勝栄法務部会長

政
府
が
郵
政
民
営
化
法
案
を
提
出
、

国
会
で
の
衝
突
は
必
至

自
民
党
内
、「
人
権
擁
護
法
案
」
で
も
大
激
論

伊吹会長、二ノ湯議員　各市町の予定地を視察

小
泉
総
理
が
改
革
の
本
丸
と
位
置
づ
け
る
「
郵

政
民
営
化
」
関
連
法
案
が
、
27
日
深
夜
の
臨
時
閣

議
で
了
承
さ
れ
、
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
に
は
依
然
反
対
派

が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
野
党
の
反
対
も
考
え
れ

ば
、
国
会
で
の
激
し
い
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
模

様
だ
。

自
民
党
の
一
部
議
員
は
、
内
容
と
提
出
ま
で
の

手
続
き
の
二
側
面
か
ら
、
民
営
化
法
案
に
反
対
し

て
い
る
。
内
容
の
面
で
は
、
民
営
化
す
る
こ
と
自

体
へ
の
反
対
か
ら
、
民
営
化
し
て
も
い
い
が
、
郵

便
・
貯
金
・
保
険
の
三
事
業
一
体
経
営
を
し
っ
か

り
し
て
、
全
国
一
律
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
べ
き
だ

と
い
う
も
の
な
ど
、
幅
が
広
い
。

自
民
党
の
郵
政
関
係
合
同
部
会
で
は
、
連
日
、

賛
成
・
反
対
の
押
し
問
答
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
党

執
行
部
が
、
政
府
と
の
修
正
協
議
を
し
っ
か
り
と

行
う
と
し
て
一
任
を
取
り
付
け
た
4
月
26
日
夜
の

部
会
ま
で
、
深
夜
に
ま
で
及
ぶ
議
論
が
数
日
続
い

た
。
政
府
は
、
自
民
党
の
要
求
に
譲
歩
す
る
形
で

法
案
を
修
正
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
十
分
で
は

な
い
と
し
て
、
反
対
派
は
強
硬
な
姿
勢
を
崩
し
て

い
な
い
。

手
続
き
面
で
の
反
発
は
、
議
院
内
閣
制
の
下

で
、
小
泉
首
相
は
与
党
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
の

に
、
法
案
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
自
民
党
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
の
は
け
し
か
ら
ん
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
閣
議
決
定
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
で
、
党
執
行
部
が
反
対
派
を
押
し
切
っ
て
法

案
提
出
を
了
承
し
た
こ
と
に
も
、
反
発
が
あ
る
。

小
泉
首
相
の
言
明
通
り
、
4
月
中
の
法
案
提
出

は
実
現
し
た
が
、
国
会
で
の
論
戦
で
、
反
対
派
は

法
案
の
廃
案
を
狙
っ
て
い
る
。
小
泉
首
相
は
、
衆

議
院
解
散
と
い
う
伝
家
の
宝
刀
を
ち
ら
つ
か
せ
、

し
か
も
ポ
ス
ト
小
泉
は
改
革
派
が
望
ま
し
い
と
、

反
対
派
を
切
り
崩
し
て
法
案
の
成
立
を
目
指
す
。

今
後
の
国
会
審
議
か
ら
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な

い
状
況
で
あ
る
。

郵
政
民
営
化
法
案
の
他
に
も
、
党
内
で
大
激
論

が
な
さ
れ
て
い
る
法
案
が
あ
る
。
人
権
擁
護
法
案

で
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、
三
年
前
の
通
常
国
会
で

廃
案
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
前
回
の
提
出
に
関

係
し
た
議
員
ら
は
、
今
国
会
で
の
成
立
を
念
願
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
に
は
重
大
な
欠
陥

が
あ
る
と
し
て
、反
対
派
が
気
勢
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
法
案
の
概
要
は
、
立
入
検
査
な
ど
の
権
限

を
持
つ
人
権
擁
護
委
員（
国
籍
条
項
な
し
）を
全
国

に
二
万
人
配
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
を
取
り

締
ま
ら
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。

問
題
と
さ
れ
る
の
は
、「
法
案
で
の
人
権
の
定

義
が
曖
昧
な
た
め
、
何
で
も
か
ん
で
も
人
権
侵
害

と
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
人
権
侵
害
を
楯
に
し
た

逆
差
別
も
横
行
し
得
る
」「
人
権
侵
害
だ
と
の
告

発
を
恐
れ
て
、自
由
な
言
論
が
抑
圧
さ
れ
る
」「
外

国
人
で
も
強
大
な
権
力
を
持
つ
人
権
擁
護
委
員
に

な
れ
、
外
国
人
の
日
本
支
配
へ
の
道
を
開
く
」
な

ど
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
や
外
国
人
差
別
の
問
題
、

監
獄
で
の
取
り
締
ま
り
、
老
人
や
幼
児
の
虐
待
な

ど
、
様
々
な
人
権
侵
害
を
全
て
取
り
扱
え
る
法
案

に
し
よ
う
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
条
文
が
抽
象
的

に
な
っ
た
た
め
に
、
出
て
き
た
問
題
で
あ
ろ
う
。

反
対
派
は
、「
人
権
を
侵
害
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
理
念
を
謳
っ
た
基
本
法
を
作
り
、
個
々
の

問
題
に
は
、
監
獄
法
の
改
正
な
ど
、
個
別
の
立
法
で

対
処
せ
よ
と
主
張
す
る
。
対
し
て
賛
成
派
は
、
個

別
の
立
法
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
全
て
の
人
権

侵
害
に
対
処
で
き
る
可
能
性
も
な
い
。
多
少
の
不

備
は
あ
っ
て
も
そ
れ
を
運
用
で
補
っ
て
、
こ
の
法

案
を
一
刻
も
早
く
成
立
さ
せ
、
今
も
人
権
侵
害
で

苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
救
う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

4
月
21
日
の
自
民
党
法
務
部
会
・
人
権
問
題
等

調
査
会
合
同
部
会
で
、
古
賀
誠
調
査
会
長
が
、
部

会
で
の
反
対
を
押
し
切
り
、
強
引
に
法
案
提
出
の

一
任
を
取
り
付
け
た
。
し
か
し
、
平
沢
勝
栄
部
会

長
は
、「
法
案
の
取
り
ま
と
め
は
部
会
の
責
任
で

あ
り
、調
査
会
長
の
一
任
取
り
付
け
を
認
め
な
い
」

と
し
て
、
党
内
手
続
き
で
厳
し
い
対
立
が
あ
る
。

郵
政
民
営
化
の
騒
動
に
隠
れ
て
、
世
間
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
日
本
の
将
来

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
法
案
で
あ
る
。
自
民
党

は
慎
重
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

古賀誠人権問題等調査会長

宇治田原トンネル計画ルート 城陽市消防庁舎屋上 京田辺の第二京阪と第二名神の交差付近
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品
格
あ
る
日
本
を
守
り
、
育
て
る

「
歴
史
的
都
市
維
持
・
再
生
議
員
連
盟
」
発
足

対
し
て
中
国
の
官
憲
が
デ
モ
を
制
止
す
る

様
子
も
見
せ
ず
、
見
て
見
な
い
ふ
り
を
し

て
い
た
と
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
厳
し

い
中
国
批
判
が
起
こ
っ
た
。
政
界
の
中
で

も
、
中
国
は
信
用
に
値
す
る
国
家
な
の
か

と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
政
治
家
が
多
い
。

そ
ん
な
険
悪
な
中
、
4
月
27
日
、
自
民
党

外
交
調
査
会
で
は
、
王
毅
駐
日
中
国
大
使

を
招
き
、「
中
国
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
共

同
体
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
最
近
の

中
国
へ
の
関
心
は
深
く
、
早
朝
の
会
合
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
約
100
人
の
衆
参
国
会
議

員
が
駆
け
つ
け
た
。
王
毅
大
使
は
、「
日

本
、
中
国
、
韓
国
と
力
の
あ
る
国
々
が
積

極
的
に
協
力
し
て
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の

形
成
に
進
み
た
い
」
と
強
調
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
に
は
、「
日
本
と
中
国
と
の

友
好
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
、
お
互
い

が
脅
威
の
存
在
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」

と
希
望
を
表
明
し
た
。
靖
国
参
拝
に
も
ふ

れ
て
、「
先
の
戦
争
で
多
く
の
日
本
人
が

犠
牲
者
と
な
っ
た
。
少
数
の
帝
国
主
義
者

（
A
級
戦
犯
）に
責
任
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
首
相
、
外
相
、
官

房
長
官
だ
け
は
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
な

い
で
欲
し
い
と
中
曽
根
首
相
時
代
に
要
望

し
た
」
と
語
っ
た
。
教
科
書
に
つ
い
て
は

「
教
師
の
指
導
用
の
本
や
扶
桑
社
の
教
科
書
で
も
、

中
国
側
か
ら
見
る
と
、
誤
解
を
受
け
や
す
い
」
と

中
国
側
の
見
解
を
表
明
し
た
。
今
回
の
デ
モ
に
関

し
て
、「
な
ぜ
若
い
人
が
参
加
す
る
の
か
、
日
本
人

も
よ
く
考
え
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
が

中
国
に
よ
る
長
年
の
反
日
教
育
の
結
果
で
あ
る
と

の
日
本
側
の
見
解
と
は
大
き
な
ズ
レ
が
目
立
っ
た
。

た
だ
大
使
は
、「
中
国
側
も
上
海
で
は
、
42
名
も
の

デ
モ
参
加
者
の
身
柄
を
拘
束
し
た
」
と
外
国
か
ら

の
厳
し
い
批
判
に
対
し
、
弁
明
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
大
使
に
と
っ
て
は
、
今
回
の
自
民
党
で

の
講
演
は
、
針は

り
の
莚

む
し
ろの
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
日
本
の
良
き
慣
習
・
伝
統
・
文
化
・
宗
教
性

を
育
ん
で
き
た
品
格
あ
る
歴
史
的
都
市
の
維
持
・

再
生
に
、
国
家
戦
略
と
し
て
取
り
組
も
う
。」
こ

の
よ
う
な
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
来
る
5
月
20
日

に
設
立
さ
れ
る
の
が
、「
歴
史
的
都
市
維
持
・
再

生
議
員
連
盟
」
で
あ
る
。

発
起
人
に
は
、
森
喜
朗
元
首
相
を
は
じ
め
、
綿

貫
民
輔
前
衆
議
院
議
長
や
青
木
幹
雄
参
議
院
会

長
、
伊
吹
文
明
元
労
働
大
臣
な
ど
の
自
民
党
の
重

鎮
ク
ラ
ス
に
加
え
、
公
明
党
の
冬
柴
鐵
三
幹
事
長

な
ど
、
自
民
・
公
明
の
与
党
の
大
物
議
員
が
名
を

連
ね
て
い
る
。
異
文
化
の
流
入
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
急
速
に
進
む
一
方
で
、
日
本
文
化
の
独
自

性
を
保
持
し
よ
う
と
い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
の
議
員
連
盟
の
発
足
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に

応
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

地
方
自
治
体
で
も
同
じ
よ
う
な
動
き
は
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
京
都
市
で
は
、
平
成
15
年
6
月
に

京
都
創
生
懇
談
会
が
発
足
し
、
そ
の
提
言
を
受
け

て
同
10
月
に
は
京
都
創
生
百
人
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
さ
ら
に
、
本
年
度
か
ら
は
市
は
総
合
企
画
局

に
「
京
都
創
生
推
進
室
」
を
設
け
、
国
家
戦
略
と

し
て
の
京
都
創
生
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。

今
回
、
議
員
連
盟
設
立
の
た
め
に
発
起
人
の
中

で
も
特
に
活
躍
さ
れ
た
の
は
伊
吹
代
議
士
で
あ
り
、

二
ノ
湯
議
員
も
、
参
議
院
議
員
に
対
す
る
呼
び
か

け
、
議
員
連
盟
の
運
営
に
関
す
る
事
務
的
な
業
務

を
引
き
受
け
た
。
設
立
総
会
の
場
で
は
、
森
喜
朗

氏
が
会
長
に
選
任
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
の
時
点
で
議
員
連
盟
に
所
属
し
て
い
る
議

員
は
、
自
民
党
92
名（
衆
39
名
、
参
53
名
）、
公
明
党

11
名（
衆
8
名
、
参
3
名
）で
あ
り
、
今
後
の
増
加
も

予
想
さ
れ
る
た
め
、
近
い
将
来
に
議
員
立
法
と
し

て
歴
史
的
都
市
維
持
・
再
生
の
た
め
の
法
律
が
制

定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
財
政
難
で

公
共
事
業
が
縮
減
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
景
観

保
護
の
た
め
で
あ
っ
て
も
公
共
事
業
が
ど
れ
だ
け

認
め
ら
れ
る
の
か
、
現
実
は
厳
し
そ
う
だ
。
小
泉

内
閣
の
下
で
、
外
務
省
・
国
土
交
通
省
が
推
し
進

め
る
観
光
立
国
構
想
や
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
他
の
既
存
の
施
策
と
ど
う
関
係
づ
け
て
い
く

か
、
そ
こ
も
重
要
な
鍵
に
な
る
だ
ろ
う
。

4
月
中
旬
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
自
民
党
山
城

地
域
議
員
政
策
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

会
の
趣
旨
は
、
京
都
府
第
6
選
挙
区
で
、
自
民
党

の
公
募
に
よ
る
、
候
補
予
定
者
と
な
っ
た
井
澤
京

子
氏
を
6
区
の
支
部
長
、
役
員
、
自
民
党
系
の
市

町
村
議
員
ら
へ
の
お
披
露
目
で
あ
っ
た
。
野
中

広
務
氏
の
後
で
挨
拶
に
立
っ
た
二
ノ
湯
参
議
院

議
員
は
、「
京
都
府
で
は
過
去
に
お
い
て
、
保
守

系
か
ら
女
性
の
国
会
議
員
は
一
人
も
誕
生
し
て
い

な
い
。
ぜ
ひ
と
も
、
井
澤
さ
ん
を
初
め
て
の
女
性

代
議
士
と
し
て
送
り
出
そ
う
」
と
参
加
者
に
訴
え

た
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
野
中
氏
は
、
二
ノ
湯
氏

が
降
壇
し
た
後
、
す
ぐ
さ
ま
に
「
二
ノ
湯
議
員
は

若
い
か
ら
知
ら
な
い
が
、
戦
後
初
め
て
の
総
選
挙

で
、
山
城
町
上
狛
出
身
の
木
村
チ
ヨ
さ
ん
が
代
議

士
に
当
選
さ
れ
た
」
と
話
を
さ
れ
た
。
そ
ん
な
こ

と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
二
ノ
湯
議
員
は
、
早
速

国
会
図
書
館
で
当
時
の
新
聞
、
選
挙
公
報
を
調
べ

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

戦
後
初
め
て
の
総
選
挙
は
、
昭
和
21
年
4
月
10

日
に
行
わ
れ
た
。
京
都
府
全
体
が
選
挙
区
の
大
選

挙
区
で
、
定
員
は
10
名
で
、
2
名
連
記
制
。
こ
の

選
挙
で
は
、
初
め
て
女
性
に
も
参
政
権
が
与
え
ら

れ
、
多
く
の
女
性
が
立
候
補
し
、
全
国
で
39
名
の

代
議
士
が
誕
生
し
た
。
京
都
府
で
も
3
名
の
女
性

候
補
者
が
当
選
し
た
。
女
性
の
代
表
と
し
て
議
席

を
獲
得
し
た
3
名
の
女
性
当
選
者
は
、
大
石
ヨ
シ

ヱ（
社
会
党
・
5
位
）、
木
村
チ
ヨ（
民
主
党
・
9

位
）、
富
田
ふ
さ（
民
主
党
・
3
位
）。
し
か
し
、

衆
議
院
は
一
年
足
ら
ず
で
解
散
、
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
、
京
都
府
の
選
挙
区
は
一
区
、
二
区
に
分
か

れ
た
。
昭
和
22
年
4
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
総
選

挙
に
、
富
田
ふ
さ
氏
は
一
区
、
大
石
ヨ
シ
ヱ
、
木

村
チ
ヨ
の
両
氏
は
二
区
か
ら
立
候
補
し
た
が
、
大

石
さ
ん
だ
け
が
二
度
目
の
当
選
を
果
た
し
、
富

田
、
木
村
の
両
氏
は
残
念
な
が
ら
落
選
し
た
。
そ

の
当
時
、
女
性
が
連
続
し
て
当
選
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
情
勢
で
あ
っ
た
。

野
中
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
京
都
府
の
戦
後
政

治
史
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

4
月
上
旬
に
中
国
各

地
で
、
反
日
デ
モ
が
起

こ
っ
た
。
特
に
上
海
で

は
多
く
の
日
系
の
商
店

が
破
壊
さ
れ
、
そ
れ
に

戦
後
最
初
の
総
選
挙
、

京
都
で
3
人
の
女
性
代
議
士
誕
生

東アジアの時代を築こう 王毅駐日大使、自民党外交調査会で
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第 147 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第 146 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者83名）

穴太寺本堂前（亀岡市）にて

日
中
友
好
お
花
見
会

大
阪
総
領
事
ら
が
出
席

中央：邱国洪大阪総領事
左側：田中彰寿京都府日中理事長
右側：二ノ湯京都府日中副会長

国会議事堂正面にて

宇多野・京北から38名が参加

京
都
府
日
中
友
好
協
会
の
恒
例
の
お
花
見
会
が

4
月
23
日
、
長
岡
天
神
境
内
の
隣
に
あ
る
つ
つ
じ

が
美
し
い
長
岡
公
園
で
、
駐
大
阪
総
領
事
館
か
ら

邱
国
洪
総
領
事
ら
4
人
、
京
都
在
住
の
中
国
留
学

生
が
参
加
し
、
京
都
府
側
か
ら
も
、
各
地
区
協
会

の
会
員
ら
が
出
席
、
盛
会
に
開
か
れ
た
。
二
ノ
湯

参
議
院
議
員（
京
都
府
日
中
友
好
協
会
副
会
長
）も
参

加
、「
日
中
間
に
は
色
々
な
問
題
は
あ
る
が
、
両
国

間
の
安
定
し
た
関
係
が
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁

栄
に
つ
な
が
る
」
と
挨
拶
し
た
。
邱
総
領
事
が
「
大

阪
総
領
事
館
周
辺
に
右
翼
の
街
宣
車
が
来
て
、
恐

し
く
て
心
配
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
と
、
二
ノ
湯

議
員
は
、「
日
本
の
右
翼
は
危
害
を
加
え
た
り
し
ま

せ
ん
。
治
安
当
局
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
か
ら
、

安
心
し
て
下
さ
い
」
と
激
励
し
た
。
反
日
デ
モ
の

直
後
で
あ
っ
た
が
、
会
場
は
そ
ん
な
両
国
間
の
と
げ

と
げ
し
い
雰
囲
気
は
全
く
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い

の
様
子
で
あ
っ
た
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
民
間
に

よ
る
草
の
根
交
流
が
両
国
の
信
頼
関
係
を
深
め
て

い
く
上
で
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

4
月
の
太
秦
支
部
に
続
い
て
、
今
回
は
宇
多

野
支
部（
竹
村
公
三
支
部
長
）の
呼
び
か
け
で
、
宇

多
野
・
京
北
・
そ
し
て
嵯
峨
・
西
院
地
区
か
ら
も

参
加
、
総
勢
38
名
の
方
々
が
上
京
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
コ
ー
ス
は
前
回
と
同
じ
で
あ
る
が
、
参
加

者
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
男
性
は
わ
ず
か
7

名
で
あ
っ
た
。
夜
の
懇
親
会
の
ス
キ
ヤ
キ
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
国
会

議
事
堂
の
見
学
は
初
め
て
と
い
う
方
が
多
く
、
国

会
議
事
堂
正
面
の
記
念
撮
影
で
は
、
地
元
の
田
中

英
夫
衆
議
院
議
員
、
小
泉
顕
雄
参
議
院
議
員
も
参

加
し
た
。
経
済
情
勢
厳
し
い
折
、
多
額
の
会
費
を

払
っ
て
参
加
し
て
下
さ
る
方
々
に
は
、
頭
の
下
が

る
思
い
で
あ
る
。
ま
さ
に
足
を
向
け
て
寝
ら
れ
な

い
と
は
こ
ん
な
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

一
、
北
朝
鮮
が
核
兵
器
を
所
有
し
て
い
る
と
公
然

と
表
明
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
実
施
し

た
。
そ
の
上
、
核
実
験
も
行
い
そ
う
だ
と
言
う
。

何
と
も
理
解
し
が
た
い
国
で
あ
る
。

一
、
そ
ん
な
国
だ
か
ら
、
拉
致
被
害
者
の
救
出
も

困
難
を
極
め
る
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
救
出
方
法
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
と
政
治
的
・
経
済
的
に

つ
な
が
り
の
深
い
中
国
が
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
思
う
。
中
国
の
影
響
力
に
期
待
し
た
い
。

一
、
大
規
模
な
鉄
道
事
故
な
ど
、
10
数
年
前
の
信

楽
鉄
道
以
来
、
も
う
二
度
と
起
こ
ら
な
い
も
の
と

思
っ
て
い
た
。
JR
西
日
本
福
知
山
線
の
脱
線
事
故

は
、
今
の
時
代
に
何
故
、
こ
ん
な
大
事
故
が
起
こ

る
の
か
と
い
う
疑
問
が
先
に
立
っ
た
。
若
い
人
々

を
含
む
多
く
の
人
々
の
生
命
を
一
瞬
に
奪
っ
た
鉄

道
事
故
。
JR
西
日
本
の
再
発
防
止
に
向
け
た
徹
底

的
な
安
全
点
検
対
策
を
求
め
た
い
。

一
、
今
年
の
連
休
は
か
な
り
長
か
っ
た
。
従
っ
て
、

勉
強
し
よ
う
と
思
い
立
っ
て
、
東
京
か
ら
多
く
の

資
料
を
持
ち
帰
っ
た
。
し
か
し
、
毎
日
、
一
つ
、

二
つ
と
日
程
が
入
り
、勉
強
す
る
時
間
が
と
れ
ず
、

ま
た
し
て
も
充
電
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
、
春
に
な
る
と
京
都
の
各
地
で
筍
が
と
れ
る
。

私
が
長
岡
京
市
の
筍
を
贈
答
用
に
使
う
と
言
っ
た

ら
、
西
京
区
の
人
が
筍
は
大
枝
の
塚
原
が
日
本
一

や
と
言
わ
れ
た
。
又
先
日
は
、
京
田
辺
市
へ
筍
狩

り
に
招
か
れ
た
。
山
城
の
筍
は
京
都
一
と
地
元
の

人
々
は
自
慢
す
る
。
ど
こ
で
も
お
国
自
慢
が
あ
る
。

そ
れ
が
又
、地
元
の
人
々
の
生
き
が
い
で
も
あ
る
。

二
ノ
湯
後
援
会
、
国
会
見
学


